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（
２
面
に
続
く
）

　

本
市
の
児
童
は
、
テ
レ
ビ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
て
い
る

割
合
が
全
国
よ
り
高
く
、
そ
の

分
、
復
習
や
計
画
的
に
勉
強
す
る

と
い
う
自
学
自
習
の
定
着
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

○
司
会　

学
習
習
慣
と
家
で
の

テ
レ
ビ
等
の
視
聴
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
学
校
で
の
指
導
も
あ
る
だ

ろ
う
が
、
家
庭
に
負
う
と
こ
ろ
も

大
き
い
の
で
は
。

　

○
山
口　

漢
字
の
プ
リ
ン
ト
を

宿
題
に
出
し
た
時
に
、「
携
帯
電

話
で
調
べ
て
も
い
い
か
」
と
質
問

し
た
児
童
が
高
学
年
の
ク
ラ
ス
に

い
た
。
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
分

か
ら
な
け
れ
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
調
べ
る
こ
と
は
、
日
常
生
活
の

一
部
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

○
石
居　

辞
書
を
引
か
な
く
て

も
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
え
ば
パ
ッ
と
調
べ
た
い
こ

と
が
出
て
く
る
。
家
で
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
学

ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
定
着
さ
せ
る

　平成３２年度（２０２０年度）から、小学校高学年で英語が正式な教科になり、道
徳もそれに先行して小・中学校で教科に位置付けられるなど、１０年ぶりに改訂
される学習指導要領の内容は大きく変わることになりました。２０２０年には東京
オリンピック・パラリンピックの開催もあり、子どもたちには日本人としての
アイデンティティをもち、かつ、豊かな国際感覚を身に付けることが期待され
ています。一方、全国学力・学習状況調査の結果から、本市の子どもたちの国
語力に課題のあることが分かっています。
　生きていく上で基本となる「国語力」。学校生活や日常生活で、どのように子
どもたちの「国語力」を高めていったら良いのか、コミュニケーション力や考
える力を子どもたちがどうしたら身に付けていけるのか、昨年１０月、「市立小学
校児童の国語力の向上」をテーマに、市立第二小学校の石居校長、市立第三小
学校の山口主任教諭、市教育委員会の富永統括指導主事に話を伺いました。今
号はその概要をお伝えします。
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子どもの国語力を
どう伸ばしていくかを考える

 　

○
司
会　

子
ど
も
の
国
語
力
の

低
下
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
東

久
留
米
市
の
小
学
生
の
状
況
は
ど

う
な
の
か
。

　

○
富
永　

平
成　

年
度
に
小
学

２８

校
６
年
生
が
受
け
た
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
で
は
、
国
語
は
全

国
平
均
及
び
都
の
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
。
市
の
学
力
調
査
に
つ
い

て
も
同
様
の
傾
向
で
あ
る（
図
１
・

図
２
）。

　

○
司
会　

根
本
的
な
と
こ
ろ
で

は
、
主
語
と
述
語
が
お
ぼ
つ
か
な

い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
。

　

○
富
永　

昨
年
度
の
学
力
調
査

の
結
果
を
受
け
、
小
学
校
で
国
語

の
改
善
の
取
り
組
み
を
始
め
た
の

は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
り
、
主
語
と

述
語
の
関
係
を
捉
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
低

学
年
で
習
っ
た
後
も
意
識
的
に
指

導
し
て
い
か
な
い
と
、
主
語
や
述

語
な
ど
の
理
解
は
定
着
し
て
い
か

な
い
。

　

○
石
居　

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

国
語
力
の
低
下
を
感
じ
て
い
る
。

　

ケ
ン
カ
を
始
め
た
子
ど
も
た
ち

に
「
原
因
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て

学
力
調
査
の
結
果
か
ら

見
え
る
こ
と
は
…

ご
ら
ん
」
と
言
っ
て
も
、「
だ
れ
が

ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
」
と
説
明

で
き
る
訓
練
が
十
分
で
き
て
い
な

い
。
些
細
な
こ
と
だ
が
、
先
ず
は

こ
う
い
う
日
常
的
な
こ
と
を
き
ち

ん
と
説
明
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
。
日
常
生
活
の
中
で
も
っ

と
話
し
た
り
、
書
く
訓
練
を
し
た

り
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

○
富
永　

全
国
の
調
査
で
は
ロ

ー
マ
字
の
読
み
書
き
や
漢
字
の
読

み
、
話
し
手
の
意
図
を
捉
え
な
が

ら
聞
き
、
話
の
展
開
に
沿
っ
て
質

問
す
る
こ
と
な
ど
、
知
識
及
び
そ

の
知
識
を
活
用
す
る
力
の
両
方
に

課
題
が
見
ら
れ
た
（
図
１
）。

　

○
山
口　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
時
の
言
語
の
力
不
足
に

つ
い
て
は
、
日
々
子
ど
も
た
ち
に

接
し
て
い
て
感
じ
て
い
る
。

　

授
業
で
分
か
ら
な
い
言
葉
を
辞

書
で
引
く
場
面
が
あ
っ
て
も
、
辞

書
に
書
い
て
あ
る
意
味
が
実
生
活

と
結
び
付
い
て
い
な
い
の
で
、
子

ど
も
の
中
に
ス
ト
ン
と
落
ち
て
こ

な
い
。
こ
れ
で
は
言
葉
も
増
え
て

い
か
な
い
し
、「
こ
の
場
合
に
こ

う
い
う
言
葉
を
使
え
ば
、
自
分
の

気
持
ち
を
ぴ
っ
た
り
と
言
い
表
せ

る
」「
相
手
に
分
か
り
や
す
く
伝
え

ら
れ
る
」
と
い
う
経
験
が
不
十
分

な
ま
ま
で
あ
る
。

　

○
富
永　

子
ど
も
の
そ
う
い
っ

た
状
況
に
つ
い
て
は
、
大
人
に
も

課
題
が
あ
る
と
思
う
。
日
常
生
活

の
中
で
言
葉
の
意
味
が
つ
な
が
っ

て
い
く
と
い
う
経
験
を
、
そ
れ
こ

そ
大
人
が
奪
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　

子
ど
も
が
単
語
だ
け
を
並
べ
て

会
話
が
済
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
よ

く
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
い
う
状
況

を
よ
く
な
い
と
捉
え
、
大
人
が
意

識
す
る
だ
け
で
も
違
っ
て
く
る
と

思
う
。

　

○
山
口　

本
校
で
は
、
校
長
か

ら
「
子
ど
も
の
言
葉
を
引
き
取
っ

て
教
員
が
し
ゃ
べ
ら
な
い
よ
う

に
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

つ
い
、
子
ど
も
の
言
い
た
い
こ

と
を
代
弁
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
れ
が
子
ど
も
の
言
語
活

動
を
奪
っ
て
い
る
と
思
う
。

 　

○
司
会　

国
語
力
が
低
下
し
た

大
き
な
原
因
は
何
か
。

　

○
山
口　

子
ど
も
た
ち
は
日
常

国
語
力
の
低
下
の

原
因
は
何
か

生
活
で
も
映
像
文
化
や
メ
ー
ル
等

の
短
文
に
慣
れ
て
い
て
、
丁
寧
に

き
ち
ん
と
説
明
し
た
り
、
言
葉
を

つ
な
い
で
い
く
と
い
う
体
験
が
不

足
し
て
い
る
と
思
う
。

　

○
富
永　

全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
「
児
童
・
生
徒
質
問
紙

調
査
」
の
中
で
、
本
市
と
全
国
の

子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
を
比
べ

た
と
き
、
顕
著
な
状
況
が
出
て
い

る
（
２
面
・
図
３
参
照
）。

国
語
力
の
低
下
と

言
わ
れ
ま
す
が

石居信義（いしい　
のぶよし）。市立第
二小学校長。
　市授業改善研究会
国語部会部長。第二
小学校は平成２５・２６
年度に市の研究推進校
の指定を受け「共に学
び，読みを楽しむ児童の
育成」をテーマに、２年間にわたっ
て国語教育の研究に取り組んだ。
「読むこと」に焦点を当て、交流の
時間を大切にすることや単元を貫い
て言語活動を設定することなどの研
究を進めてきた。

富永大優（とみながたいゆう）　 統
括指導主事（本市教育委員会２年
目）。指導主事とともに、市立小・中
学校の学習指導、生
徒指導、学校経営な
どについて指導・助
言を行っている。小
学校教員の時代から
国語指導の研究を続
けている。

山口眞弓（やまぐちまゆみ）。市立第
三小学校・主任教諭。
　平成２６年度から市
国語力ステップアッ
プ学習事業推進委
員。平成２７年度には
市の研究奨励校の指
定を受け、「『分か
る・できる』を実感で
きる指導法の工夫」を
テーマに、ユニバーサル
デザインの視点を取り入れた国語科
の授業づくりの研究に取り組む。子
どもたちが、自分の考えを自分の言
葉で表現する力を身に付けられる授
業づくりを行いたいと考えている。

《小学校国語の
　調査結果》
　◎全国学力・学
習状況調査による
学力の定着状況の
概要（図１）

　国語Ａ・Ｂは正答数の多い層
が厚い▼国語Ａは中間層がやや
少ない▼平均正答率は全国平均
及び都平均を下回っている▼平
均正答率（全国）未満の児童の
割合は全国に比べて国語Ａは
３.３ポイント、国語Ｂは２.８ポイ
ント多い。
　また、全国平均より下回って
いる課題のうち顕著なものは、
「ローマ字の読み・書き」「漢字
の読み」「話し手の意図を捉えな
がら聞き、話の展開に沿って質

問する」「目的に応じて、文章の内容を的確に
押さえ、自分の考えを明確にしながら読む」
ことなどである。
　◎市の独自調査「確かな学力の伸長を図る
ための調査」による国語の伸びの概要（図２）
　平成２６年度小学５年生では、全国平均値
１００を２.７ポイント下回っていた。平成２８年度
中学１年生でも４.１ポイント下回り、２か年

で１.４ポイント下降した。また、全国平均より下回っている
課題のうち顕著なものは、「指示語の内容理解」「必要なこと
を書く」「内容を整理して書く」「書き方の工夫」などである。
　※「全国学力・学習状況調査」及び「確かな学力の伸長を
図るための調査」の実施日・対象などは、３面をご参照くだ
さい。

1.4ポイント下降
〈図２　学力の伸び（国語）〉
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（問）正答数

正
答
数
ご
と
の
人
数
の
割
合

国語Ａ（知識）

平均正答率（全国）未満
の児童の割合（％）

本市45.2％ 全国42.4％
東京都38.7％

全国

東久留米市

（％）

（問）正答数

正
答
数
ご
と
の
人
数
の
割
合

国語Ｂ（活用）

平均正答数
平均正答率

本市
10.7/15
71.4

全国
10.9/15
72.9

東京都
11.1/15
73.8

平均正答数
平均正答率

本市
5.6/10
55.9

全国
5.8/10
57.8

東京都
6.0/10
59.8

〈図１　学力の定着状況（小学校の国語）〉

伸びしろに
期待大！


